
Contents

Honda の交通安全情報紙 SJ 2022 年  夏号　6 月 23 日発行  

The Safety Japan
since 1971

群馬県が Honda のプログラムを活用し、
中学生に自転車の交通安全教育を展開
Honda は交通安全教育を通じてルールやマナーの重要性、人への思いやりなど道徳
心のある交通社会人を育てるため、高校生向けの交通安全教育プログラムを開発し、
全国の高校に普及してきた。群馬県教育委員会は、このプログラムを活用し、県内
の高校生への自転車の安全教育に力を入れて取り組み、中学生にも拡大している。
今回は、群馬県桐生市内の 2 つの中学校で実施された交通安全教室を紹介する。
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Honda はすべての人の
交通安全を願い活動しています。

SJ ホームページは　　ホンダ　SJ　　　検索

「高校生交通安全教育プログラム（高校生の自転車によ
る交通事故防止を目的とした実技と座学）」は、生徒自
身が交通安全について主体的に考え、自らが交通事故か
ら身を守ることができるようになるとともに、他の交通
参加者への思いやりの心を身につけてほしいという考
えのもと、Honda が開発。さらに、学校の先生方が自
主的に運営できるように映像で解説した「高校生交通安
全教育指導マニュアル（以下、指導マニュアル）」を作
成した。
これまで群馬県教育委員会（以下、県教委）は、2016
年から県内高校の交通安全指導者を集め、Honda と連
携しながら高校生向けの自転車教室運営ノウハウを学
ぶ研修会を設定し、普及を図ってきた。
県教委事務局 健康体育課学校安全・給食係指導主事
黒巖賢さんは「群馬県は、特に高校生の自転車事故が
多い※ことから、高校での自転車教育を充実させてきま
したが、その前段階となる中学校での指導も充実させる
必要があると考えました。なぜなら中学生になると通学
などで、自転車を利用する機会が増えるからです」と、
自転車教育を中学校へと拡大するようになった理由を
述べた。当初は、自転車教育に関心のある中学校に黒巖
さんが赴き、Honda のプログラムを活用した指導のノ
ウハウを伝えて回っていたが、2020 年度から年 1 回、
先生方が集まる場を設け、指導内容を説明してマニュア
ルを提供するようになった。

※高校生の通学時 1 万人当たりの自転車事故件数が全国ワースト 1 位
（2020 年）

まわりをよく観て、
自分が何をすべきか考える

5 月 25 日、桐生市立中央中学校で 1 年生（100 名）
を対象に交通安全教室が実施された。同校は約 7 割の
生徒が自転車で通学している。
実技は「8 の字走行」と「反応回避」。生徒は 6 つのグルー
プに分かれて、それぞれに先生が一人ずつ付いた。
8 の字走行は 8 の字状のコースに入り、混合交通にお
いて必要とされる状況判断と相手を気遣うことや思い
やりの大切さを生徒に学んでもらうことがねらいであ
る。一人ずつ入り口から円をつなげたコースに合流し、
他車に接触しないように走行する。円からのはみ出し、
足つき、並列走行、追い越しを先生がチェックし、一人
でもこれらの行為があった場合は全員が円の外に出て、
最初からやり直しとなる。
実際に走り出すと、全員が入りきる前にコース内で立ち
往生してしまうため、「どうすれば全員がスムーズに走
れるか」考える時間をつくる。「（8 の字の交差する場所
で）足をついてしまう人がいますが、その人がすべて悪
いのでしょうか。その人がピンチになっている様子を近
くの人が確認できていれば、もっと上手く対応できるの
ではないでしょうか。それを考えて走ってみましょう」

桐生市立中央中学校での 8 の字走行。直径約 8 ｍ（台数により変化する）の円をつなげたコース内に自転車 12 ～ 13 台が入り、走行を続ける。停止時の自転車の
構え（左足着地・右足ペダル・両手ブレーキ）を確認してスタート。途中、全員がスムーズに走るためにはどのようにすべきか、生徒一人ひとりに考えてもらう
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と先生がアドバイス。すると、前半に比べスムーズに走
れるようになった。
再び生徒を集合させ、後半は何を意識して運転したかを
質問すると、「声かけ」「譲り合い」と生徒は自ら考え、
感じたことを答えた。「相手を気遣って運転をするため
には、まわりの動きをよく観て、自分が何をすべきか考
え、譲り合うことが大切です。自転車に乗っている時は
もちろん、普段の学校生活の中でも意識してください」
と、先生が締めくくった。
反応回避では、状況を認知し、判断・操作（動作）にい
たるまでに、いかに時間や距離が必要かを体験すること
がねらいである。実施方法は、両手に旗を持つ先生に向
かい、先急ぎの状態で自転車を走らせる。先生は自転車
があるポイントを通過した時点で旗を上げ、生徒は旗と
は反対の方向に進む。1 回目は両手で運転し、2 回目は
片手で運転。片手運転は操作がより難しくなることも
知ってもらった。全員が終わると、先生は自転車がど

の地点を通過した時に旗を上げたか、生徒に明かす。「皆
さんが回避するまでには 3 つの過程があります。1 つ目
は『旗が上がった』と認知すること。2 つ目は『右側に
上がったから左側に行かないといけない』と判断するこ
と。3 つ目がハンドルを動かすという操作です。認知と
判断に時間がかかるので、実際に皆さんが回避を始めた
場所は私が旗を上げた場所より先だったことがわかると
思います。今回は旗が上がることを予測して走りました
が、それがわかっていても認知が遅れたり、正しい判断
ができない人もいました。歩道には歩行者がいて、皆さ
んが予測しない動きをすることがあります。その時、早
めに対応するためにはスピードを控え、前をよく観るこ
とが必要です。特に、片手運転は的確な操作ができなく
なるので、やめましょう」とアドバイスした。
同校で交通安全を担当し、生徒への指導に携わった教諭 
清水雄太さんは今年 4 月に県教委を通じて、このプログ
ラムの指導ノウハウを得た。「事前に担当する教員で指

導マニュアルの映像を見るだけで、効果的な自転車教室
を運営できました。8 の字走行では、思いやりや状況判
断が自転車の運転に欠かせないことを生徒が気づけた
と思います。反応回避では、いざという時の対応を一人
ひとりが体験を通じて学ぶことができました。いずれ
も、中学生にとって気づきにつながる良いプログラムです」。
これまで同校の交通安全教育は、クラスごとに生活指導
の一部として行われており、今回のような実技による交
通安全教室は初めての取り組みだと、校長 谷滋さんは
いう。「1 年生は自転車通学に慣れていません。交通事
故は人と人とのコミュニケーションがとれていれば回
避できるはずです。今日はコミュニケーションの重要性
を学ぶ良い機会になりました。また、安全な場所で急に
曲がる、急に止まるという体験ができたことも意味のあ
ることだったと思います。今後、2 ～ 3 年生を含め継
続的に交通安全教育ができるように検討したいと考え
ています」。

気持ちにゆとりを持ち、
他人のことを考えた運転を

自転車で通学する生徒が約 9 割という桐生市立清流中
学校は 5 月 20 日、全学年を対象に「高校生交通安全教
育プログラム」を活用した交通安全教室を実施。1 年生

（81 名）は 3 クラス合同で座学と実技、2 ～ 3 年生（216
名）はクラスごとに座学のみが行われた。
座学は Honda が作成した資料を教室のスクリーンに映
し出しながら各先生が進める。「交通安全にはルール、
知識、マナーの 3 つが大切です。この 3 つを理解した
上で、自転車に乗ってほしいと思います」と先生が以
下の内容を説明していく。

最後に「交通安全で大切なことは、ちょっとした安全・
安心行動です。10 分早く行動することを心がけましょ
う。気持ちにゆとりがあると、他人のことを考えられ
ます。常に他人のことを考えて自転車に乗っていれば、
事故に遭わずに済むはずです。この中には将来、クルマ
を運転する人もいるでしょう。ルールを守って自転車
を安全に乗れる人は、大人になってからクルマも安全
に運転できると思います」とまとめ、座学は終了となっ
た。
この後、1 年生のみ校庭で実技が行われ、生徒たちは 8
の字走行と反応回避に取り組んだ。
同校校長 松崎智幸さんは「各学期の最初と最後に通学
路の重要箇所に教員が立ち、指導していますが、一過
性で終わっているように感じていました。まとまった
時間をとって、生徒たちに自分事として考えてもらう
ことが必要だと思っていたので、全校生徒を対象に交
通安全教室を実施しました。実技では自分の視野の狭
さを実感し、それを克服するための答えを一人ひとり

が見つけられたと思います」と話す。
同校で安全教育全般を担当している教諭 金子友幸さん
は「座学のプログラムは自転車を安全に乗るために必要
なことが網羅され、中学生にも理解できる内容でした。
自転車で通学する生徒を観察していると、自転車通学に
慣れていない 1 年生は周囲が見えていません。それに
気づいてもらうために 1 年生だけ実技を追加したわけで
す。8 の字走行は入学して間もない 1 年生のクラスの団
結力を高める効果もあると思いました」と話す。
また、金子さんは、交通安全教室が自転車を取り巻く社
会的な状況に目を向けるきっかけにもなると期待する。

「生徒たちの多くが将来、クルマを運転するドライバー
になるでしょう。その時に、自転車で通学していたこと

や今回の交通安全教室を思い出し、クルマから見たら弱
者である自転車の立場を意識してほしいのです。桐生市
内は自転車が安全に走れる環境が整備されているとは
いえません。そうした環境を良い方向に変えていけるの
は今の中学生です。自転車にもクルマにもやさしい社会
を実現できる人間になってほしいと願っています」。
県教委の黒巖さんは「各中学校での交通安全教室には足
を運ぶようにして、実施後も継続的に取り組んでもらう
ためのアドバイスをしています」と、地道な普及活動を
続けている。今年度は桐生市を含む群馬県南東部の中学
校 14 校が同様の交通安全教室を実施する予定で、県教
委はこれを県全体に拡げていきたい考えだ。

先生が上げた旗とは反対の方向に進む反応回避

桐生市立清流中学校での座学（写真は 1 年生） 普段の自分の運転を振り返ってもらう

1 年生は座学の後、8 の字走行と反応回避を体験

反応回避の 2 回目は片手運転で体験してもらう 最後に先生が旗を上げた地点を生徒に説明

ルール
（従うべき決まり）

知識
（認識し理解すること）

マナー
（人に対して思いやる心）

・自転車のルール、よく見かける違反行為
・自転車の加害事故とその判決事例
・自転車事故にまつわる三つの責任

・交通マナーとは？
・迷惑行為
・ちょっとした安全・安心行動

・運転の仕組み（認知→判断→操作）
・自転車の保安部品、自転車保険について
・事故を起こした（事故に遭ってしまった）時の対応
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東京都八王子市は、小学生への自転車安全運
転免許証発行事業を推進している。これは、
小学 3 年生を対象に講習とテストを行い、児
童に免許証を交付するというもの。警察と交
通安全協会の協力のもと 2004 年度に 2 校で
スタートし、市内の小学校 70 校すべてで実施
するまでにいたった。試験は各小学校で実施
するケースと、同市の交通公園に児童を集め
て実施するケースがある。
5 月 26 日は、同市立元八王子小学校で 3 年
生（77 名）を対象に自転車安全運転免許試験
が行われた。免許試験は学科テストと実技講
習で構成されている。自転車は児童が普段乗っ
ているものを使うが、教室実施前に近隣の自
転車店に小学校まで来てもらい、点検を依頼
している。自転車の整備不良による事故を防
ぐためだ。試験では点検が済んだ自転車を使用
しているという。
学科テストを受ける前には、自転車のルール
をまとめた DVD を児童に視聴してもらい、同
市の交通安全教育指導員が児童に講話を行う。
その後、  Honda の「あやとりぃ ひよこ※ 1」

のワークシートを使って、自転車は道路のど
こを走るべきかを児童に問いかけ、答えても
らう。さらに、自転車で歩道や一時停止標識
のある場所を通行する際に気をつけてほしい
ことなどを伝えた。最後に、児童は自転車の
ルールに関する 10 問のテストを受ける。
実技講習の前には、高尾警察署の警察官がヘ
ルメットの正しいかぶり方、自転車の点検項
目を説明。テストのコースは「スタート→歩
行者のいる横断歩道を降車して押し歩きする
→歩行者のいない横断歩道を自転車に乗って
渡る→道路の障害物（工事中）を回避する→『止
まれ』のある標識で一時停止した後、左右と
後方を確認する→両手（左→右）ブレーキ→
ゴール」となる。模範走行を示し、安全確認
などどのように行動をすれば良いかを伝えた。
児童は全員、学科テストと実技講習に合格し、
自転車安全運転免許証が交付されることと
なった。
元八王子小学校校長 長田猛さんは、座学と実
技の両方を行うことが重要だという。「正しい
情報を知り、それを実際の生活の中で実践で

きるようにならないといけません。実技では
警察官や指導員の方々が一人ひとりに確認す
べきポイントなどを教えてくれました。普段
の乗り方との違いに気づき、歩行者のことも
考えて乗らなければいけないと理解できたと
思います。こうした機会を通じて、自分の命
はもちろん、まわりの安全も守れるようになっ
てほしいと期待しています」。
同市交通安全教育指導員 村山祐美さんは「児
童が体験しながら学べる機会をつくれるよう
に、この試験を継続しています。コロナ禍で
は実施を見送る小学校もありましたが、今年
度は再開する学校も増えてきました。それだけ、
自転車教育のニーズは高まっているといえる
でしょう。座学では、Honda から提供された
教材を活用しています。特に『あやとりぃ ひ
よこ』のワークシートを使うことで、児童も

理解しやすくなると感じています」と話す。
同市は希望する小学校に対して 5 年生への座
学も実施している。自転車のルールの再確認
と、車両の運転者としての自覚を促すことを
目的とした内容となっている。村山さんは「豊
富なイラストや図を使って、安全な乗り方や
安全確認の重要性をわかりやすく伝えること
ができるという点で、Honda の『小学生 自転
車の交通安全※ 2』が役に立っています」と
いう。

市内すべての小学校で実施している
自転車安全運転免許試験

交通安全教育指導員 村山祐美さんが「あやとりぃ ひよこ」のワークシートを使って、横断歩道に歩行者がいたら
自転車を降車して押し歩きをするよう児童に伝えた

座学で学んだことを実技講習で実践する児童 児童に交付される自転車安全運転免許証。裏面には
自転車に乗る時の約束が記載されている

高尾警察署の警察官がヘルメットの正しいかぶり方
などを指導

高知県高知市にある高知県立交通安全こども
センターは 1970 年に開園し、「比島交通公園」
の愛称で地域の人々に親しまれている。年間
の来園者は 13 〜 14 万人。7 年ほど前から小
学生向けの交通安全教室で Honda の交通安全
教育プログラムを使用している。
同センターを運営する（一社）オフィスポラ
リス代表理事で園長を務める山﨑勇人さんは

「私たちの活動コンセプトは『楽しみながら交
通ルールを学ぶ』こと。Honda の教材は子ど
もたちの興味や関心を引きやすく、とても使
いやすいです」と話す。
5 月 24 日、南国市立日章小学校の 1 年生（25
名）が来園し、交通安全教室を受講した。教
室の前半は Honda の「できるニャンと交通安
全を学ぶ 小学校低学年歩行編※ 3」の映像（ア
ニメーション）を活用。男の子 2 人組が小学
校から下校している場面で、2 人はおしゃべり
に夢中になって、見通しの悪い交差点で止ま
らずに飛び出してしまい、クルマとぶつかり
そうになってしまう。山﨑さんがここで映像

地域の子どもたちが楽しみながら学べる
比島交通公園での交通安全教育

を止め、なぜぶつかりそうになったかを、児
童に問いかけると「まわりを気にしないで歩
いていたから」「（交差点を横断する前に）止
まらなかったから」という答えが返ってくる。
その後、映像を進め「道路を渡る前は止まる。
右を観て、左を観て、もう一度右を観て、ク
ルマやバイクが来ていないことを確かめてか
ら渡る」という安全な道路の渡り方を「でき
るニャン」が説明し、学んでもらう。さらに、
Honda の「あやとりぃ ひよこ」のワークシー
トを見せ、歩行者が歩くべき場所を児童に答
えてもらった。最後に山﨑さんは「とまる・
みる・まつ」と大きく書かれたパネルを見せ
ながら、それらを実演した。
教室の後半は、学んだことを公園内の横断歩
道で実践。4 人 1 組になって横断歩道を渡る。
その後、児童は先生方が運転するゴーカート
に乗車した。

「交通安全は繰り返し学んで身につけることが
大事です。ゴーカートに乗ることが楽しみで、
ここを訪れてもらえれば、自ずと交通安全に

※ 3　Honda 交通安全啓発キャラクター「できる
ニャン」が登場するアニメーションを活用した対話
型のプログラム。

※ 1　4 ～ 5 歳児を対象とした交通安全教育プログ
ラム。歩くことに焦点を当て、「どこを歩くのか」「ど
のように歩くのか」を考えてもらいながら交通安全
の基本を学ぶことができる。
※ 2　小学 3 ～ 4 年生を対象とした教材。自転車の
ルールや知識を学び、安全な乗り方を身につけるた
めの座学を実施するための映像資料となっている。

触れる機会も増えます。ゴーカートに乗るこ
とは、少し大人の目線を体験することにつな
がり、自分たちが歩行者として普段どうする
べきか考えるきっかけになります」と山﨑さ
んはいう。
児童を引率した日章小学校教頭 細川晃さんも、
交通安全を学ぶ場として、この交通公園が上
手く機能していることを実感したと振り返る。

「ここに来ること自体が楽しみで、子どもたち
のモチベーションも高まっていました。印象
的だったのは Honda の教材で学習している
時、手を挙げて意欲的に発言していたことです。
普段の生活と照らし合わせて、交通ルールや

安全行動を身につけられる良い機会だったと
思います」。
同センターでは、このような小学生の団体向
けの教室のほか、一般参加の交通安全イベン
トも積極的に開催している。「子どもだけでな
く、親子で交通安全を学んでもらい、毎日の
暮らしの中で自然と安全意識を高めることが
できるような状況を根づかせるのが、私たち
の役割だと思っています」と山﨑さんは力強
く語った。

「できるニャンと交通安全を学ぶ 小学校低学年歩行編」の映像を使って、見通しの悪い交差点などを渡る時の安全
行動について児童に考えてもらう

「あやとりぃ ひよこ」のワークシートを使いながら
児童に問いかける

教室の後半は「とまる・みる・まつ」の学んだことを
センター内の横断歩道で実践

先生方が運転するゴーカートへの同乗（小学 3 年生
以上は自ら運転可能）

園長の山﨑勇人さんが「とまる・みる・まつ」の
重要性を説明
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鈴鹿サーキット開場 60 周年を記念した
春の特別スクールを開催

Close  Up クローズアップ   交通教育センター

グループでのツーリングを
想定したトレーニング

HMS は、通常 1 日開催の「ツーリングラ
イド」を思う存分ライディングが楽しめる
よう「ロングツーリングスペシャル」とし
て 5 月 1 日と 2 日の 2 日間にわたって実
施した。
1 日目は 13 時からの開始。あいにくの雨
となったが 17 名のライダーが集まった。
冒頭のオリエンテーションでは、インスト
ラクターが「今回は 1 泊するツーリングに
出かけるという設定です。ベテランの方、
経験の浅い方が混在するグループで走行す
る際に適した走行位置（順番）の決め方、
情報伝達の方法などをお伝えしていきたい
と思います」と説明。HMS への参加が初
めてという受講者もいることから、トレー
ニングに入る前に車両点検（日常点検）の
主な項目、運転姿勢の基本についてインス
トラクターが丁寧に解説した。
慣熟走行が終わると、ブレーキングの練習
となる。この後は、パイロンスラロームと
U ターン。U ターンはツーリングの際に必
要となる場面があるが、苦手な人も多い。
まず両足をついて行い、次に片足だけつい
たまま。そして、両足をステップに置いた
状態での U ターンへ移行してもらう。
1 日目の最後はロングツーリングの応用走
行。受講者が 2 つのグループに分かれ、ツー
リングでの集団走行を想定したトレーニン
グとなる。グループごとに話し合って、各々
の走行位置を決めていく。

「グループでツーリングする際は走る順番
が重要です。特に、先導者（先頭）と最後
尾は運転経験の長い方が適任です。リー
ダー役の先導者は私たちが務めます。サブ
リーダー役の最後尾は、皆さんの中で長く
バイクに乗られている方が担当してくださ
い。リーダーの後の 2 番目もベテラン、そ
の後方に初心者を配置するようにお願いし
ます」とインストラクターがアドバイスし
た。
多人数でのツーリングでは、バイクが車線
内で 2 列になり、互い違いに並ぶ千鳥走行

（右上図参照）いう隊列を組むことがある。
これにより隊列の長さを 1 列に並んだ時よ
りも短くできるなどのメリットがある。た
だし、センターラインのない道路や片側一
車線の道路では 1 列に戻らなければならな
い。応用走行では、交通教育センター内の
コースで、スムーズに隊列を変更する練習
を行った。リーダーの上げた手の指が 2 本
なら 1 列から千鳥走行へ。指が 1 本なら千

鳥走行から 1 列になるというルール。リー
ダーから合図が出たら、後ろの受講者も
同じようにハンドサインで後続に伝達し
ていく。
快晴となった 2 日目は、朝 7 時から前日
に決めた配置でレーシングコースを走行。
メインストレートなど長い直線区間で、
インストラクターの合図で隊列を変更す
るという練習を行った。周回するだけで
なく、コース上の数ヵ所でバイクを停め、
受講者が記念撮影できる時間も設けられた。
朝食をはさみ、昼までコーススラローム。
小回りのコーナーを組み合わせたコース
で、アクセルやブレーキのより正確な操
作を練習し、2 日間の HMS は終了となっ
た。
コロナ禍で受講を控えていたため、久し
ぶりに兵庫県から鈴鹿に来たという夫婦
は「動画を視聴して学ぶこともありまし
たが、実車に乗って学ぶことが一番効果
的だと実感しました。今日は練習するだ
けでなく、レーシングコースを走る特別
な体験もあり、とても満足です」と話す。
HMS を初めて受講したという愛媛県の男
性は「最近、再びバイクに乗るようになっ
たので申し込みました。2 日にわたって練
習できたので、以前乗っていた時の感覚
を思い出せた気がします。ここで身につ
けたことを忘れずに、ツーリングを楽し
んでいきたいと思います」と感想を語った。

親子で鈴鹿サーキットの
レーシングコースを体験走行

5 月 1 日に開催された親子バイク「親子
でレーシングコースチャレンジスペシャ
ル」には 10 組の親子が参加。親子でバイ
クを点検し、慣熟走行とブレーキングの
練習をした後、レーシングコースの走行
に向けたブリーフィングとなった。「最初
はお父さん、お母さんがお子さんの前を
走ってください。コーナーの手前ではブ
レーキランプを点灯させて、減速するポ
イントをお子さんに教えてあげましょう。
上りや下りでは、必要に応じてギアチェ
ンジをお願いします」とインストラクター
が注意事項を伝えた。そして、インスト
ラクターの先導でレーシングコースを周
回。HMS 同様、コース上にバイクを停め、
親子で記念撮影できる時間が設けられた。
最後は交通教育センターに戻ってパイロ
ンスラローム。お父さん、お母さんが後
方から子どもの運転を観察し、スムーズ
に旋回するためのアドバイスを行った。

今年、鈴鹿サーキットは開場 60 周年を迎えた。これを記念して、鈴鹿サーキッ
ト交通教育センターではゴールデンウィークに「Honda モーターサイクリスト 
スクール※ 1（以下、HMS）」と「親子でバイクを楽しむ会※ 2（以下、親子バイ
ク）」の特別企画を開催。どちらも、鈴鹿サーキットのレーシングコースを活用
したプログラムとなっている。

ゴールデンウィークを利用して大阪府から
訪れた 4 人家族は 2 組で受講。お父さんと
お母さんは「将来、家族でツーリングに行
きたいという夢があって一昨年から受講し
ています。毎回来るたびに子どもたちの成
長を実感できることが親子バイクの魅力で
す。今回はレーシングコースを 4 人そろっ
て走ることができて感動しています」、息子

さんたちは「パイロンスラロームをじっく
り練習でき、運転が上達したように感じま
した」「普段走れないコースを自分が運転
するバイクで走れて楽しかったです」と、
笑顔で交通教育センターを後にした。

「親子でレーシングコースチャレンジスペ
シャル」は夏休み期間（8 月 12 日、13 日、
14 日）にも開催が予定されている。

HMS ツーリングライド
「ロングツーリングスペシャル」

親子バイク
「親子でレーシングコースチャレンジスペシャル」

パイロンスラロームと U ターンに取り組む受講者

千鳥走行の例 応用走行ではインストラクターの合図で
隊列を変更する練習を行った

メインストレートなど長い直線区間を使って、1列から千鳥走行になり、再び1列に戻るという前日の応用走行を実践

レーシングコースを走行する受講者。途中、コース上にバイクを停め、思い思いに写真を撮影した

お父さん、お母さんが子どもの運転の様子を見て改善点を伝える

雨で路面が濡れていたが、親子でレーシングコースのツーリング走行を楽しんだ

※ 1 個人のお客様に楽しくバイクの安全運転を身につけていただくことを目的としたスクール。お客様のスキル
やニーズに合わせて、様々なコースが用意されている。
※ 2 バイクに乗る体験を通じて親子の絆を深めてもらうことを目的としたスクール。保護者が先生となり、バイ
クの操作方法や楽しさだけでなく、ルールやマナーの大切さを子どもに伝える。
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子どもたちと一緒に外出したいという
双子のお母さん、お父さんの願いをかなえる

 SJ Interview SJ インタビュー

中原さんは、日本初となる 6 歳未満の幼児
が 2 人同乗可能な三輪自転車「ふたごじてん
しゃ」の開発者である。
一般的な前後に幼児を乗せられる 2 人同乗
用自転車には前席が「体重 15kg 以下・身長
100cm 以下」、後席が「体重 22kg 以下・身
長 115cm 以下」という製品規格がある。双
子のように同じ体格で同じように成長する幼
児 2 人が同乗できる自転車は「ふたごじてん
しゃ」が発売されるまでなかったのだ。

「二度とこけない自転車に乗るねん！」
という決意からスタート

中原さんは 2003 年に長男、2010 年に双子
の次男と三男を出産。長男が幼い頃は自転車
に乗せて公園などいろいろな場所に出かけて
いた。「自転車は自分を楽に遠くへ運んでく
れる道具でしたが、子どもが生まれると、子
どもとの良い思い出づくりや、かけがえのな
い時間を共有するためのものになっていきま
した」と中原さんは振り返る。

「次男と三男を連れて出かける時は、2 人乗り
のベビーカーを使って出かけていました。子
どもたちだけでなく、荷物も 2 人分積む必要
があり、その重さは 30kg 近くになります。
移動に労力がかかりますから、近くにしか行
けませんし、外出する回数も減っていきます。
長男と違って、次男と三男は室内で過ごすこ
とが多くなり、自分が原因で子どもがいろい
ろな体験をする機会を奪っているのではない
かと落ち込んでいました」。
次男と三男が 1 歳半になる頃、自宅から
1km 離れた場所に花屋が開店した。中原さん
は子どもたちに色とりどりに咲いている花を
見せてあげたいと、初めて自転車の前後に子
どもたちを乗せ、花屋に出かけたのだが、そ
の帰り道、低速になった時にバランスを崩し
て自転車が転倒。とっさに両手を目いっぱい
拡げて、2 人の身体を守った中原さんは自転
車の下敷きになり、負傷してしまう。「ヘル
メットをかぶせていましたし、子どもたちに
ケガはありませんでしたが、『私が自転車で
出かけなければ、こんなことにならなかった
のではないか』と申し訳ない気持ちになりま
した」。
子どもたちと自転車で外出することを諦めた
くなかった中原さんは「二度とこけない自転
車に乗るねん！」と心に決め、動き出す。一
般的な幼児 2 人同乗用自転車は、前と後ろの
席で乗せられる子どもの体重と身長の規格が
異なるため、双子の幼児には向いていない。
まずは、市販で双子に適した三輪の自転車を
探すことにした。「高齢者の方が乗っている

ような三輪の自転車の後部に幼児 2 人を乗
せられるものがあるだろうと思っていました
が、なかったのです」。
次に「ないなら自分でつくろう」という方向
に転換するものの、中原さんに協力してくれ
るメーカーはなかなか見つからない。「自転車
に関しては素人だったので、電話しても不審
がられました。話を聞いてくれても、『そん
な自転車をほしいと思っている人はいない』
といわれました。でも、私は本当にそうなの
か疑問を感じていました」。中原さんは自宅
近くの交差点に立ち、幼児を乗せて走る自転
車を日々観察した。「子どもを乗せているお
母さんは、とてもピリピリしているように見
えました。子どもが一生懸命話しかけても応
えようとせず、運転にばかり集中しています。
時には、お母さんを呼び止めて、どういう気
持ちで乗っていたか話を聞きました。この観
察を通じて、自分が困っていること自体に気
づいていないお母さんが多いと感じました」。

同じ悩みを抱えているお母さん、
お父さんにも喜びを届けたい

その後も協力者を探し続けたところ、あるリ
ヤカーメーカーが試作機の製造を引き受けて
くれることになった。中原さんは図面とデザ
イン画を作成し、リヤカーメーカーと検討を
重ねた。そして、2014 年 8 月に「ふたごじ
てんしゃ」の試作機が完成。初めて次男と三
男を乗せて走らせた時は「イメージした通り
の感覚だ。これで子どもたちの行きたい場所
に行ける。私は自由になれる」と感動したそ
うだ。同時に問題点があることもわかり、リ
ヤカーメーカーに改良を依頼するが、「これ
以上はできない」と断られてしまう。

「私だけが子どもたちと楽に移動できること
で満足していたら、ここで諦めていたでしょ
う。でも、私と同じ悩みを抱えているお母さ
ん、お父さんがいるのをわかっていましたか
ら、やめるという選択肢はありませんでした。
皆さんにも、子どもたちを連れて自由に出か
けられる喜びを届けたいと思うようになって
いたのです」。
中原さんは個人ブログや SNS を通じて本格
的な広報活動を開始。オフ会（試乗会）を開
催すると毎回、自転車移動の悩みを持つ双子
のお母さん、お父さんが集まった。
こうした活動を続けている中、2015 年の年
末に「ふたごじてんしゃ」のコンセプトに興
味を持った自転車部品製造大手のオージー
ケー技研（株）（本社：大阪府東大阪市）が
声をかけてくれたのである。

良い点、悪い点を理解し、
納得した上で買ってもらう

オージーケー技研（株）とともに開発を進め、
2018 年 6 月、「ふたごじてんしゃ」の発売を
迎える。初回生産分は事前予約の段階で完売
となってしまった。「私にとって、発売はう
れしいことだけではありませんでした。待ち
望んでいたのに手に入らず、多くの方を落胆
させてしまったことは、今でもとてもつらい

ことです。買えなかったことで、通える幼稚園・
保育園の選択肢が狭まるなど、子どもの可能
性を奪ってしまったかもしれませんから」。
この「ふたごじてんしゃ」の販売にあたっては、

「アセスメント販売」という手法を取り入れて
いる。これは商品の良い点、悪い点をすべて
購入者に伝え、納得してもらった上で販売す
る方法だ。

「電動アシストがないので、坂の上にお住ま
いの方や、長距離を移動する必要がある方
には向いていません。また、三輪で絶対に転
倒しないから安全だというイメージが先行し
ていて、場合によっては転倒することを知っ
ていただかないと危険だと感じたのです。利
用する人の意識を変えることはできませんか
ら、特性を十分に理解してもらうしかありま
せん。アセスメント販売によって、作り手と
同じ目線で『何が危険で、どうすれば安全に
乗れるか』を考えられる使い手を育てていき
たいと思いました」。
動画による利用シーンを想定した取扱説明を
作成し、注意すべき点をより具体的に伝えら
れるように工夫。さらに「なぜこの自転車が
生まれたか」という原点を理解してもらうた
めの動画も公開し、共有できるようにした。
このようなアセスメントを修了した人のみが
購入できる仕組みになっている。

「ふたごじてんしゃ」の購入者からは、「今ま
でいかに不便な生活をしていたか気づいた」

「引きこもっていたが、『ふたごじてんしゃ』
に乗って外に出ると、いろいろな人から声を
かけられてうれしかった」という声が寄せら
れた。今後、電動アシストの追加などを含め、
さらなる改良を検討していきたいと中原さん
は話す。

人を支えるための
自転車の文化をつくる

2021 年 6 月、自転車の幼児用座席に乗せる
ことができる子どもの年齢制限が、47 都道

府県すべてで「6 歳未満」から「小学校入学
まで」となった。「6 歳未満」という規定は
各都道府県の道路交通法施行細則に定められ
ており、同じ幼稚園・保育園に通う年長園児
でも、誕生日の違いで保護者が子どもを自転
車に乗せられない事態が生じていたのであ
る。2020 年 4 月に大分県が「小学校入学ま
で」としたのを皮切りに日本全国で改正が進
んだ。
この改正には中原さんも大きくかかわってい
る。年齢制限の改正を求め、オンラインでの
署名活動を行っていたのだ。6 歳になると同
乗できなくなることはあまり知られておら
ず、違反とは知らないまま乗せるケースもあ
り、実態に合うようにルールを変えたいと
思ったという。

「『ふたごじてんしゃ』を開発する中で、この
ルールを知りました。当時、『6 歳の誕生日
を迎えたら歩いて送迎してください』という
通達を出す幼稚園があり、それまで自転車で
送迎していた保護者は困っていたのです。署
名活動は、こうした問題の存在を提起するこ
とが目的でした。始めた頃は、『すぐには変
わらない』といわれましたが、『このルール
はおかしい』と感じていたお母さん、お父さ
んが大勢いたから改正につながったと思いま
す」。
今、中原さんがめざしているのは、移動に困っ
ている人を支えるための自転車の文化を日本
につくることだ。「街にはやむを得ず道路交
通法に違反した乗り方をしている人がいま
す。例えば、お母さんが障がいのある大きな
お子さんを自転車の後ろに乗せているケース
です。小学生以上の人を自転車で送迎できる
よう年齢制限の撤廃や車体寸法の見直し、自
転車の走行できる空間の改善などクリアすべ
き課題はたくさんありますが、『人を乗せる
自転車』について、もっと考えていくことが
必要です。自転車に同乗できる子どもの年齢
制限の改正を、その端緒にしたいと思ってい
ます」。

（株）ふたごじてんしゃ
        代表取締役社長 中原美智子さん

2014 年 8 月に完成した「ふたごじてんしゃ」の試作機。中原さんがかわいらしさにこだわって、デザイン・設計している

「ふたごじてんしゃ」の最新モデル（2019 年モデル Ver.）。幼児 2 人同乗用自転車安全基準（BAA）の適合車。
詳細は「ふたごじてんしゃ」のホームページ参照。https://futago-jitensya.jp/
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（SJ クイズの解答：Q1 ③、Q2 ③、Q3 ②）

自転車を利用している小学生はヘルメットを着用しているか？

「TRAFFIC SCOPE」は交通参加者の行動観察を通じて、
ドライバーやライダー、自転車利用者、歩行者に守るべきルールが

あることを再認識してもらうための連載記事です。

自転車に乗る子どもにヘルメットを
着用させることは保護者の義務

ヘルメット非着用の自転車乗用中交通事
故死者数の人身損傷主部位別比較（2020
年・警察庁）をみると、頭部損傷が約 6
割を占めている。自転車乗用中に事故に
遭った際、被害を軽減するためにはヘル

学齢が上がるにつれて
ヘルメットを着用しなくなる

観察場所 A は、東武伊勢崎線「竹ノ塚駅」
から徒歩 5 分ほどのところにある商店街
周辺。観察場所 B は、JR「武蔵境駅」の
前にある大型商業施設周辺である。どち
らも、観察時間の夕方は親との買い物や、
塾や習い事に向かうため、自転車に乗っ
て移動する小学生が見られた。観察場所
A、B はそれぞれ 2009 年と 2012 年に
同様の観察を行っている。
観察場所 A における小学生の自転車利用

正しい着用の重要性についても
保護者が伝えてほしい

観察場所 A、B ともに以前の観察に比べ、
着用率は上昇した。しかし、観察場所 A
では着用率が 1 割にも満たない結果と
なった。東京都内でも地域によって着用
率に大きな差があることから、全国的に
も子どもの自転車用ヘルメットの普及に
はバラツキがあると思われる。
ヘルメットの着用は子ども本人ではなく、
保護者の義務である。万が一、事故に遭っ
た時に頭部への被害を軽減するためにも、
自転車に乗る子どもにはヘルメットを着
用させてほしい。また、ただ着用させる
だけでなく、あごひもが緩むことなどが

DATA　基礎情報

WATCHING　観察

ADVICE　アドバイス

者のヘルメット着用率は 6.9％（102
人中 7 人）。2009 年に観察した時の着
用率は 2.6％（116 人中 3 人）だった。
一方、観察場所 B でのヘルメット着用
率 は 51.0 ％（51 人 中 26 人 ）。2012
年に観察した時の着用率は 19.8％（116
人中 23 人）だった。ヘルメットをして
いた全員があごひもを締めていたが、緩
んでいたり、サイズが合っていないケー
スも散見された。
ヘルメットを着用している小学生を低学
年（1 ～ 2 年生）、中学年（3 ～ 4 年生）、
高学年（5 ～ 6 年生）で分けると、2 ヵ
所とも低学年の着用率が高く、学齢が上
がるにつれて着用しない傾向が見られた。

メットを着用し、頭部を守ることが重要だ。
2008 年に施行された改正道路交通法
で、子ども（13 歳未満）を自転車に乗
せる時はヘルメットを着用させることが
保護者の努力義務となった。それから
14 年が経過し、自転車に乗る子どもの
ヘルメット着用は定着しているのだろう
か。今回は東京都内の 2 ヵ所で小学生の
自転車利用者のヘルメット着用状況を観
察した。

ないように正しい着用方法（P7 参照）
を保護者が伝えなければならない。子ど
もが成長してヘルメットのサイズが合わ
なくなったら、適正なサイズのものに買
い替える必要もある。
今回、自転車に同乗している幼児のヘル
メット着用状況についても観察したとこ
ろ、着用率は観察場所 A が 27.3％（44
人中 12 人）、観察場所 B が 73.3％（45
人中 33 人）だった。ヘルメットを着用
することの重要性を保護者が理解し、幼
児の段階から自転車に乗る時はヘルメッ
トをかぶるのが当たり前だという子ども
への意識づけが大切である。それがヘ
ルメット着用の習慣化を促し、小学生に
なって一人で乗る時に継続して着用する
ことにつながっていくのではないだろう
か。

東京都足立区  東武伊勢崎線「竹ノ塚駅」付近
観察日／ 5 月 10 日（火）
観察時間／ 16：00 ～ 18：00
天候／晴れ

観察場所 A

東京都武蔵野市 JR「武蔵境駅」付近
観察日／ 5 月 11 日（水）
観察時間／ 16：00 ～ 18：00
天候／晴れ

観察場所 B

観察結果

小学生の多くがヘルメットを着用せずに自転車に乗っていた

高学年になるにつれてヘルメットを着用しない傾向が見られた 歩行者がいたため、自転車を降車して横断歩道を渡る小学生

ヘルメットを着用していた小学生はわずかだった

同乗する子どもだけでなく、自転車を運転する子どもにもヘルメットを着用させている保護者（観察場所 B） 小学生のヘルメットの着用率は観察場所Aに比べ高かった

同乗する子どもにヘルメットを着用させていない保護者

＊低学年（1 ～ 2 年生）、中学年（3 ～ 4 年生）、高学年（5 ～ 6 年生）の判断は観察者の見解による。不適正は、
あごひもが緩い、サイズが合っていないなど。

交通参加者の行動を観察する

TRAFFIC SCOPE

着用
非着用
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自転車用ヘルメットの安全性と
選び方、正しいかぶり方について

Close  Up クローズアップ   自転車用ヘルメット

今年 4 月、道路交通法の一部を改正する法律案が国会で成立し、公布された。
自転車用ヘルメットの着用に関して、全年齢で努力義務※ 1 となったのである

（2024 年 4 月までに施行予定）。これにより今後、着用を推進する動きが高まっ
ていくだろう。自転車用ヘルメットの安全性や選び方、正しいかぶり方について、
国内シェアトップ※ 2 の自転車用ヘルメットメーカーである（株）オージーケー
カブト（本社：大阪府東大阪市）にうかがった。
※ 1　自転車の運転者は、乗車用ヘルメットをかぶるよう努めなければならない。自転車の運転者は、他人を当　
　　　該自転車に乗車させる時は、当該他人に乗車用ヘルメットをかぶらせるよう努めなければならない。
※ 2　自転車用ヘルメット国内販売個数（SG 基準品・オージーケーカブト調べ）

（株）オージーケーカブトの自転車用ヘ
ルメットは前身の大阪グリップ化工（株）
によって 1964 年から開発がスタートし
た。
同社広報チーム 柿山昌範さんは「もとも
と自転車用ヘルメットは競技用しか需要
がありませんでした。国際的なロードレー
スの『ツール・ド・フランス』でさえ、
選手にヘルメットの着用が義務化された
のは 2004 年です」と話す。
自転車競技の日本代表チームにヘルメッ
トを提供するなど、同社は競技の世界で
ヘルメット開発のノウハウを蓄積して
いったのである。
子ども用のヘルメットを本格的に発売し
たのは 1991 年から。当時はまだ玩具的
な位置づけのもので、ほとんど売れなかっ
たという。転機となったのは 2008 年の
改正道路交通法施行。自転車に乗る子ど
もにヘルメットを着用させることが保護
者の努力義務となったことで、自転車用
ヘルメットの認知が拡がり、子ども用の
ヘルメットの需要が高まった。
その後、2015 年には、県立高校への自転
車通学の許可条件として生徒にヘルメット
の着用を義務づけた愛媛県から要請を受
け、軽さと快適性を備えた通学用のヘル
メットを県立高校の全生徒に供給した。
さらに、「赤ちゃんの頭部を守りたい」と
いう想いから、それまでなかった最小サ
イズの製品を国内で初めて、製品安全協
会に提言。2020 年、赤ちゃん向けの国
内最小サイズのヘルメットを発売した。

様々な安全性能試験を
繰り返し実施

へルメットは基本構造として、シェル、ラ
イ ナ ー、 あ ご ひ も で 成 り 立 っ て い る。
シェルはヘルメットの外殻で、衝撃を
受けた際、一次外力を分散させる役目
がある。発泡スチロールでできている
ライナーは衝撃力を吸収し、あごひも
は ヘ ル メ ッ ト を 保 持 す る 役 目 を 果 た
す。転倒した際、シェルやライナーが凹
んだり、場合によっては破壊すること

で、衝撃エネルギーを吸収するのであ
る（右上図参照）。
万が一の事故の際、起こり得るリスクを
考え、同社は様々なヘルメットの安全性
能試験を繰り返し実施している。安全性
能試験は衝撃落下試験、あごひも強度試
験、ロールオフ試験の 3 つ。衝撃落下試
験は約 1.5 ｍの高さからヘルメットを落
下させ、衝撃吸収度を測定する。常温の

状態だけでなく、水に浸したり、高温や
低温の環境下に一定時間放置するなど、
いろいろな気象条件を想定して行うそう
だ。あごひも強度試験ではあごひもに荷
重をかけ、脱落や伸長、バックルの破損
の有無を確認。ロールオフ試験では人頭
模型にかぶせた状態でヘルメットに荷重
をかけ、転倒時などに脱げ落ちることが
ないよう保持性を確認している。これら
の厳しい試験をクリアすることで、製品
安全協会が定める SG 基準に適合できる
のである。

ヘルメットは頭の形に
合ったものを選ぶ

「ヘルメットはきちんとフィットしてい
ないと、頭を守れません。人間の頭の形
は様々です。必ず実際にかぶって、頭の
形、サイズを確認して選んでください」
と柿山さん。大きすぎると万が一、転倒
した場合、そのはずみでヘルメットが脱
落することがあり、逆に小さすぎると、
圧迫により痛みや不快感が発生するおそ
れがあるからだ。

「お子さんがヘルメットをかぶりたがら
ないのは、痛みなどを感じるからかもし
れません。きちんとフィットした軽いヘ
ルメットは、かぶっていることを忘れて
しまうはずです」。特に子どもは成長に
合わせてフィットするものに買い替えて
ほしいと、柿山さんは訴える。

Point 1　ヘルメットは水平に Point 2　耳の下で “Vの字” Point 3　口を大きく開けて調節

まゆ毛の上から指 1 〜 2 本分程度を目安に、深めに
かぶせ、ヘルメットが水平になるように調整する

耳をはさんであごひもが “V の字 ” になるように、
耳下部分のあごひもアジャスターで調節する

「あ～」と口を開けた時、つっぱるくらいの長さにあご
ひもの長さを調節する

「転倒して頭を打ったにもかかわらず、
ヘルメットの外観に損傷がみられない場
合でも、内部のライナーが損傷している
可能性が高いため、そのまま使用しない
でください。ただし、ヘルメットを落と
しただけでは、ライナーに大きな影響は
ないので、そのまま使い続けても問題あ
りません。また、長く使用しているヘル
メットも経年劣化等で十分な保護性能を
発揮できないおそれがあります。3 年を
目安に交換することをおすすめします」
と柿山さんはいう。

価格によって安全性が
変わることはない

柿山さんにヘルメットの価格によって安
全性に差はあるのかを尋ねると、「決め
られた安全基準をクリアするようにつ
くっていますから、価格によって安全性
が変わることはありません」と答えてくれた。

「価格の違いは簡単にいうと、軽さや涼
しさなどの快適性です。それにスポーツ
用では空気抵抗の低減やフィッティング
性など、とことん性能を追求しています。
そのノウハウや製造工程の複雑さも含め
て価格に反映されることになりますね」。
幼児から高齢者まで、すべての自転車利
用者にヘルメットを着用してもらうこと
をめざし、同社は講演会や展示会などを
通じて広報・啓発活動に取り組んでいる。

「『みんながかぶってないから、かぶらな
くてもいい』という現状を変えていきた
いと思っています。様々な年齢層の方に
かぶっていただけるヘルメットをつくる
とともに、ヘルメットの着用文化を醸成
することが私たちの使命です」。

（株）オージーケーカブト 広報チーム  柿山昌範さん

衝撃吸収試験の様子

「ヘルメット装着の場合」と「ヘルメット未装着
の場合」の人体モデルを使った「転倒実験」シミュ
レーション結果。「装着」の場合（下）には、比
較的軽微な応力（頭蓋骨にかかる力）が接触部
分を中心とした限られたエリアで作用するにと
どまっている。「未装着」の場合（上）、頭蓋骨
骨折を起こすに十分な応力が広い範囲にわたっ
て作用している。

自転車用ヘルメットの正しいかぶり方

ヘルメット未装着

ヘルメット装着
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2020 年の自転車対クルマの交通事故件数を事故類型別にみると、半数以上は出会い頭事故で
す。このうち自転車側に法令違反があった割合は何％でしょうか？
①約 48％　②約 63％　③約 78％
　

2020 年の自転車対歩行者の交通事故における自転車の法令違反別歩行中死者・重傷者数において
は、自転車側が 100％法令違反をしていました。最も多い違反は次のうちどれでしょう？
①一時不停止　②安全不確認　③前方不注意

2020 年のヘルメット非着用の自転車乗用中死者を人身損傷主部位別にみると、56％が頭部で
す。ヘルメット非着用の致死率は着用の場合の何倍でしょう？
①約 2 倍　②約 3 倍　③約 4 倍

KYT 危険予測トレーニング
第 82 回　歩道を通行している時（自転車編）

あなたは自転車通行可の歩道を走っています。
信号機のある交差点にさしかかりました。
安全に走行するためには、
どのようなことを予測する必要がありますか？

Q1

Q2

Q3
「解答」は P6 下、「解説」は
下記 SJ ホームページでご覧いただけます。
https://www.honda.co.jp/safetyinfo/sj/

クイズ
自転車編 ??

交通事故を防止するためには、路上で出会う様々な危
険を予測することが大切です。このコーナーでは危険
感受性を高めるための題材を提供します。今回は自転
車利用者に、歩道通行中の危険について考えてもらう
ための KYT です。

1. 少人数のグループをつくります。
2.「交通場面のイラスト」を見ながら、意見を出し合
います。
3. その後、「解答・解説※」を参考にして、どんな
ことに気をつければ良いか再び話し合ってください。

※「解答・解説」と「交通場面のイラスト（カラー・ 　
A4版）」は下記SJホームページでご覧いただけます。
また PDF ファイルもダウンロード（無料）できます。

【使用上の注意】
●営利目的での利用はおやめください。
●内容の無断転載、無断改変、一部抜粋しての利用はおやめください。
●その他、使用に関するご質問はお問い合わせください。
本田技研工業（株）安全運転普及本部
TEL：03（5412）1736　E-mail:sj-mail@spirit.honda.co.jp

ホンダ　SJ 検索

© 本田技研工業（株）

活用方法

「危険予測トレーニング（KYT）｣ DVD 第 3 巻を発売
Honda のウェブページで連載
している「危険予測トレーニン
グ（KYT）｣ を収録した DVD の
第 3 巻を発売しました。四輪車、
二輪車、自転車、歩行者のカテ
ゴリーごとに動画で再現された
交通場面のケーススタディが 25
パターン収められています。イ
ンターネットに接続することな
く、コンピューター上で再生で
き、インタラクティブな操作も
ウェブ版と同じです。企業 ･ 自
治体の研修など、お子さまから
高齢者の方まで楽しく学んでい
ただけます。交通事故防止をめ
ざす教材としてご活用ください。

3,960 円
（税込）
別途送料

DVD に関するお問い合わせ先 
本田技研工業（株）安全運転普及本部 

TEL：03-5412-1736
Email：safety-driving@spirit.honda.co.jp

Honda は「2050 年に全世界で Honda の二輪
車・四輪車が関与する交通事故死者ゼロをめざ
す」という目標を掲げました。交通事故死者ゼ
ロによって実現する「安全」と、その先にある

「安心」という新たな価値の創造に寄与するため、
読者の皆様とともに交通社会のあるべき姿を考
えてまいります。 
今号では自転車に関連する内容を数多く取り上
げました。2021 年の交通事故死傷者数は 36
万 4767 人と前年から 2％減少しましたが、自
転車乗用中に限ると 3％増加しています。コロ
ナ禍で公共交通機関を使わず自転車で移動する
人や、自転車による宅配の利用が増えたことが
一因となっているのかもしれません。
四輪車にはシートベルトやエアバッグなど、事
故の際、乗員の被害を軽減するための安全装置

〜交通事故死者ゼロをめざして〜SJ 編集部だより
が備わっています。また、二輪車には乗員にヘ
ルメットの着用義務があります。
では、自転車はどうでしょう。子ども（13 歳未
満）にはヘルメットの着用が保護者の努力義務
となっていますが、当紙の観察結果でも示され
たように全員が着用しているわけではありませ
ん。大人でヘルメットをかぶって自転車に乗っ
ている人は、まだまだ少数です。
自転車の交通事故の相手は多くが四輪車であり、
大きな被害を受けるのは自転車です。場合によっ
ては死にいたることもあります。自転車利用者
もライダー、ドライバー同様に危険を予測した
安全運転が大切であることはいうまでもありま
せん。そして万が一に備えて、少しでも被害を
軽減するためにヘルメットを積極的に着用して
ほしいと思います。


